








下層）、寒冷紗（中間層）、土質のプラスター（最上層）の構

造で構築された複合型支持体図10）は、三層の異なる支持

体の表面で墨線表現を行う一方で、体積が大きい低目数の

岩絵具粒子の部分が寒冷紗に嵌め込まれ、最上層のプラス

ターが鉱物粒子感を柔和させ、墨線との材質統一を実現

し、平坦で工整なマチエール表現を可能にする図11）図12）。

　この他、プラスターの配合をどのように改良するか、墨線

の「定着性」、「透過性」、「絵肌の美感」を表現上のバラン

スに達するかは、筆者が次の章で論証する主要な内容で

ある。

図8：古代地障層の製法の再現　敦煌画院所蔵　筆者撮影（2024）

図10：筆者が自作で使った複合型支持体　筆者撮影（2024）

図11：『故地重遊』複合型支持体に墨　筆者制

図12：『島遊記』複合型支持体に岩絵具と墨　筆者制

図9：現代の模写製法の再現　敦煌画院所蔵　筆者撮影（2024）
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四、材料構成と実験について

（１）高強度、高靭性、入手容易性
　イーゼル絵画において、どのような絵画であっても、支持

体はまず一定の強度を備えている必要があり、絵画材料自

体がもたらす侵食や、ぶつかったり擦ったりする外力による

損傷に耐えることが求められる。水墨画のような自由奔放

な表現（写意）と異なり、製作過程で糊などの道具を使って

紙を木板に平滑に貼り付ける必要はないのに対し、主に工

筆技法を用いて制作される重彩画では、制作前に紙を平

面にしっかり張り付ける必要がある。これにより、繰り返し色

を重ねる過程で支持体が平滑であることを保証する必要

がある。特に、濃度の高い膠液を混ぜた顔料を使用したり、

画面の一部にドーサ液を使用したりするとき、乾燥後に支

持体が脆くなるため、絵画材料の侵食に耐える十分な材

料強度を持つ支持体が重彩画の材料学的な要求である。

　また、製作過程で、紙や絹の支持体は水に触れると膨張

し、乾燥後に収縮する。液体が繰り返し支持体に浸透する

と、支持体の収縮能力が弱まり、極端な場合には割れるこ

とがある。したがって、支持体は材料学的な特性として一

定の靭性を持つ必要があり、製作過程における色のぼか

し作業に耐える必要がある。一般的に、植物繊維が長い原

材料を使用した紙の支持体は、より高い靭性を持つ。

　さらに、市場では日本画用の雲肌麻紙や中国で模造さ

れた雲川麻紙を購入することができるが、これらは伝統的

中国画の支持体とする宣紙や皮紙などの材料と比べて強

度や靭性が高く、色彩の表現力も優れている。ただし、価格

が高く、大判の紙は購入が難しいため、入手が困難である

といえる。筆者は、重彩画が学問的に古代壁画を模倣し、

表現形式や色彩、構成などにおいて参照要素があるの

で、先人の現地材料を用いる作法を見習うことが現代にお

いても価値があると考えている。古代の人々が砂石、乾草、

泥土、麻繊維を用いて壁障の作り方を参考して、筆者は中

国の地元で製造された麻紙、寒冷紗、糊、泥、石膏、寒水

粉など、手に入りやすい材料を用い、木製パネルに張り付け

る方法を試みた。実験の結果、表面は壁画と類似する浸

透表現を持ち、強度と靭性の面では従来の支持体を上回

ることが示された。

　

（２）三重構造
　筆者の修士論文では、中国画と日本画の材料技法を研

究対象とし、

　 　その中で、両国の絵画の材料が類似する現代におい

て、日本画の材料技法には顔料をレイヤー（色層）のよう

に重ねる特徴を見出すことができた（徐　2023、p.29）

と述べていた17）。前文で述べた中国画家が重彩画の作品

に日本画の材料技法を使用したことによる材質の不統一

の問題を解決するため、筆者は日本画におけるレイヤーの

概念を模倣し、支持体の改良の観点から複合型支持体を

制作するための理論を設計した。

　筆者は複合型支持体の構成を「最下層」「中間層」「最

上層」の三つの色層図13）に分け、各層が特定の性質を持

ち、重彩画の制作過程で相応の役割を果たすように設計

した。「最下層」は複合支持体全体の接着層であり、一定

の材料の付着力と浸透性を持たなければならず、中間層

が糊などの水性接着剤を介してその表面に付着できるよう

にする。また、レイヤーの概念において、「最下層」は同様に

描画可能な性質を持つ必要があり、「中間層」と「最上層」

を透過して描画内容を表現できることが求められる。さら

に、重彩画の支持体として、描画内容において、主な描画

対象である墨線の表現も重要であり、すなわち、「最下層」

の支持体は描画の流れるような滑らかさ、良好な浸透性及

び発色能力を備えている必要がある。したがって、クラシッ

クスタイルの支持体から「最下層」の材料を選択すること

は、合理的な選択といえる。

　「中間層」は複合型支持体全体の緩衝層としての役割

を果たし、「最上層」およびその上に覆われた絵画材料が

「最下層」にもたらす表面張力を緩和するための一定の靭

性が必要である。これにより、「最下層」が靭性不足により

崩裂するリスクを回避する。また、「最下層」と同様に、「中

間層」も良好な材料の付着力と摩擦力を持つ必要があり、

「最上層」が平滑に付着できるように保証する。さらに、「最

下層」の描画内容が「中間層」を透過して「最上層」で表

現できるように、「中間層」には一定の透過性が求められ

る。同時に、低目数の岩絵具を使用した際に表現上の材質

の不統一問題を解決するために、「中間層」は鉱物粒子に

一定の吸着力を持たせ、「最上層」の表面で描画される粗

い粒子が「最上層」の表面に浮遊せずに、安定して配置さ

れる。筆者の理論では、「中間層」は網状構造の材料とさ

れ、「最下層」の描画内容が部分的に「中間層」を透過で

きるようにしつつ、粗い粒子を「中間層」に嵌め込み、色層

表面の高低差を減らし、極高目数の顔料粉末を使用して
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平滑細密な描画表現をできるようにする図14）。

　「最上層」は複合型支持体全体の描画層であり、良好

な色彩表現力を持つと同時に、墨線表現のニーズ（描画の

流暢性、透過性、墨色の表現力）を満たす必要がある。一

般的に、「最上層」は接着剤で調合された混合型プラス

ター塗料を使用し、「中間層」の網状構造を全体として平

滑にする。さらに、このプラスター塗料を希釈し、その中の接

着剤の濃度を調整することで、「最下層」の描画内容の透

過性と「最上層」の浸透性をコントロールし、表現力のバラ

ンスを実現する。材料の選択において、砂、泥土、石膏、鉱

物粉末など、容易に入手可能な建材が選択範囲内にあ

る。筆者は、中国重彩画の前身である古代壁画が「地障

層」で墨線描画の表現を安定して制御し、多くの表現例が

存在するため、プラスターとの配合において泥土を使用す

ることが最も適切であると考える。

　さらに、多くの中国画家が上記の各層の材料を一種の

絵肌表現として使用する考え方を指摘したい。絵画分野の

さまざまな材料には、材料学と表現学という二つの異なる

役割と考え方があり、ある意味で本論文が提起された問題

は、各絵画分野の研究者に何らかの啓発を与えるかもしれ

ない。

（３）墨線表現を中心にする実験
1） _異なる色層による表現
　本論の編纂過程において、筆者は二つの実験を設計し

た。第一組の実験は、「最上層」「中間層」「最下層」の三

つの色層における墨線の発色および浸透表現を検証する

もので、合計16個のサンプルを作成した。最下層と中間層

には化学糊（ヤマト株式会社製）を接着剤として使用し、最

上層のプラスターには中国産の明膠を1：15の割合で水に

溶解して作った膠液を接着剤として使用した。各サンプル

のラベル部分にはT（Top）、M（Middle）、B（Bottom）の

三つのアルファベットがそれぞれ「最上層」、「中間層」、

「最下層」を指し、各色層が使用する支持体材料を後に記

してあり、対応する文字の前方には青色のマーカーで〇を

描いて墨線が描かれた層を示している図15）。「最下層」には

日本画パネル、雲竜紙（中国製）、銀箔を貼った麻紙（銀箔

日本製、麻紙中国製）の3種類の材料を使用。「中間層」に

は寒冷紗（日本製）、二重寒冷紗（日本製）、泥砂の3種類

の材料を使用；「最上層」には複合プラスター（長沢明の作

法）、複合プラスター（軽薄）、複合プラスター（厚重）、泥

砂、泥砂（研磨）の5種類の材料を使用した。ラベル内の

「-」は対応する色層がないことを表す。

　この組の実験サンプルにおいて、絵画表現の観点から各

グループの結果を判断することは困難であるが、材料学の

観点から判断すると、第4、7、8、11、12、15、16組のサンプ

ルは最上層での墨線表現が良好であった。第9、13組のサ

ンプルは「最下層」において墨線表現に一定の透過性があ

るものの、発色は弱く、プラスターの厚さをさらに減らして再

実験する必要がある。第10、14組のサンプルは中間層で良

好な透過性を示した。以下は実験結果の画像である図16）。

2） _異なる素材による表現
　第二組の実験の目的は、異なる成分比率のプラスター

が、異なる濃度の接着剤（膠液）と調合された際に、「最上

層」での墨線表現を検証することにある。

　この実験は二つの部分に分かれており、第一部分では

筆者が設計した複合型支持体で、「最下層」には雲龍紙

（中国製）、「中間層」には寒冷紗（日本製）、「最上層」には

敦煌土（中国製）図17）、石膏（日本製）、寒水粉（日本製）の

三種類の材料を使用し、中下二層の接着剤にはヤマト糊、

【最上層】のプラスターの接着剤には明膠（中国製）を使用

して、合計44個のサンプルを作成した。第二部分では、中

国重彩画画家の張玉仙が提供したデータを参考に改良さ

れた支持体で、「最下層」に雲龍紙、「中間層」に敦煌土

（中国）および敦煌砂（中国）、「最上層」に胡粉（日本製）を

使用し、プラスターと胡粉を調和する接着剤には明膠（中

国製）を使用して、合計4個のサンプルを作成した。

　第一部分の実験サンプルのラベルには、EPM（Earth　

図13：複合型支持体の構成

図14：複合型支持体における中間層と最下層の構成とその性質
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&Plaster　&Marble）、G/W（Gelatin/Water）、S/L

（Solid/Liquid）の三つのパラメータが含まれており、それぞ

れ敦煌土、石膏、寒水粉の配合比、明膠と水の配合比、材料

（固体粉末）と接合剤（液体）の配合比を指している図18）。

EPMでは2:5 :3、2:7 :1、3:5 :2、3:6 :1、4:4 :2、4:5 :1、

5:2:3、5:3:2、5:4:1、6:3:1、7:2:1の11種類の比率を使用

し、G/Wでは1:8、1:14、1:20の三種類の比率を使用し、S/

Lは全て1:1の比率を使用した。ドーサ液を引いたサンプル

には、青色マーカーでラベルに記入され、合計11個のサン

プルが含まれている。

　第二部分の実験にはRoST（Ratio of Sand Thickness）、

E/S（Earth/Sand）、G/W（Gelatin/Water）、S/L（Solid/

Liquid）の四つのパラメータが含まれており、それぞれ細砂

（約80目）と粗砂（約30目）の配合比、土と砂の配合比、明

膠と水の配合比、材料（固体粉末）と接合剤（液体）の配

合比を指している図19）。RoSTでは7:3、6:4、5:5の三種類

の比率を使用し、E/Sは全て7:3の比率を使用し、G/Wは

全て1:15の比率を使用し、S/Lは全て1:10の比率を使用し

た。ドーサ液を引いたサンプルが1個あり、ラベルに青色

マーカーで印がつけられている。

　この実験のサンプルは全て「最上層」で行われたもので

あり、材料学的観点から全サンプルが重彩画の墨線表現

の要求を満たしており、この結果に基づいて優劣を評価す

ることは行わない図20）。表現学的観点から、各サンプルに表

す表情が、今後の研究および制作における支持体の選択

に参考となる。

 

図15：第一組実験のラベル様式

図16：第一組実験のサンプルの表情

図17：敦煌土　筆者採集、撮影（2024）

図19：第二組第二部分実験のラベル様式

図18：第二組第一部分実験のラベル様式
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五、まとめに

　第一章では、中国の重彩画と日本画のマチエール表現

をキーワードにして関連研究を行う先行研究者として、重

彩画の定義と、日本画の表現を中国（重彩）画の材料技法

の視点ではなくマチエール表現の視点から理解すべきだと

いう見解を簡潔に述べた。

　第二章では、クラシックスタイルの重彩画における材料学

の弱みについて簡述し、太田圭の日本画のマチエール表

現を材料技法の視点から分類し再構築した理論モデルを

参考にし、墨線表現を中心に新しい重彩画の材料学体系

を構築する仮説を展開した。

　第三章では、技法体系の視点からクラシックスタイルの

重彩画における異なる支持体での墨線表現とその重要性

について論じ、墨線表現に適した混合型支持体を作る契

機と発想について述べた。また、クラシックスタイルの重彩画

における異なる支持体での墨線表現の意味および技法の

由来について考察を行った。中国重彩画の日本語文献に

おける先行研究として、重彩画の表現に関する文献の空

白を補足する上で意義がある。

　第四章では、複合型支持体の材料学的特性について

説明し、構成法として三重構造の概念を提案した。複合型

支持体の三層体系理論は、日本画の寒冷紗と敦煌土など

の材料を組み合わせて、重彩画の墨線表現と低目数の描

具の材質表現の統一を実現する新しい支持体を成功裏

に製造し、材料学および表現のバランスを実験によって検

証した。これは重彩画の複合型支持体に基づいて設計さ

れた初の支持体であり、重彩画の複合型支持体の研究に

おいてマイルストーンとなる。

　特に第二章では、伝統的な日本画の材料を基にしたマ

チエール表現を技法ではなく新しい表現要素と見なすこと

で、材料学の視点から日本画の凹凸感の特徴を持つマチ

エール表現を「表面型」と「浸透型」の二つの種類に分類

し、材料学体系の革新と伝統のバランスを取った太田圭の

提案から筆者はインスピレーションを受けた。未来の重彩画

のマチエール表現を墨線表現を中心とするという仮説を立

て、重彩画の伝統的材料を基にして「滲む」と「滲まない」

の二種類に分けられるという結論を導き出した。これは仮

説的な推論ではあるが、論理的に閉じた体系を具備してお

り、未完成の重彩画の材料学体系の実践および研究にお

いて重要な意義がある。

　最後に、本論は博士論文の中間研究報告であり、さらに

議論が必要な部分が存在する。例えば、支持体の設計に

おいて、地元で入手可能な材料の原則（入手難易度の低

さ）に基づき、筆者が使用した寒冷紗は日本製であり、中国

の重彩画家にとっては入手が難しい。しかし、この材料は

質感、色、性質の面で中国でよく見られる「上漿紗布」に似

ており、絵画材料としての性質が寒冷紗と一致するかどう

かは今後の検証が必要である。また、現有の寒冷紗の先

行研究によれば、日本製の寒冷紗にはナイロンや綿繊維、

麻繊維などの種類があり、その墨線表現の違いについても

今後検証が必要である。現時点で得られる結論は、墨線

表現の観点から重彩画における日本画のマチエール表現

を活かす研究のアプローチが実行可能であるということで

ある。
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